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報告・資料

マカオ旅遊学院（IFT）における文化遺産管理教育

Heritage Management Education at Institute for Tourism Studies, Macau 

福島綾子 李主被 黄玉筆 黄翠霞

FUKUSHIMA Ayako LEI Chi Mei VONG Iok Ieng WONG Choi Ha 

Authors have conducted a research and an analysis on 

heritage conservation education provided by Heritage 

Management Program of Institute for Tourism Studies 

(IFT) in Macau SAR. This report aims to describe how 

Heritage Management Program has been developed and 

is/will be placed in Macau in its unique social context 

dominated by Casino and Tourism industries. 

The IFT’s Heritage Management Program has a 

great emphasis on tourism and business management as 

well as training “generalists”in heritage management. 

IFT has strategically developed Heritage Management 

Program in close collaboration with international 

organizations such as UNESCO, ICCROM, Asian 

Academy as well as the Macau SAR Government. IFT 

also expected increasing demand for human resources 

in the field of heritage management particularly due to 

the World Heritage listing of the center part of the city. 

IFT and Macau Government have been making 

great amounts of efforts to further develop heritage 

conservation projects and conservation education being 

backed-up by strong financial sources from the casino 

industry. IFT plans to set up graduate programs 

including heritage management in a few years. The 

structure of industries in Macau, especially whether 

casino industry would stay as a powerful major industry 

in Macau, will be one of influential factors in the白加re

direction of heritage management education. 

はじめに

本稿では、マカオの公立大学である旅遊学院（Institute

for Tourism Studies，以下IFT）に 2005年に新設された「文

化遺産管理（HeritageManagement）」専攻を対象と し、 本

専攻が、先行する教育フ。ログラムに対し、どのような特

徴を創出しようとしているのかを考察していく。特に、

カジノ ・観光産業が主要産業を独占しているというマカ

オ社会の特殊な社会的文脈において、本専攻もそうした

産業に影響を受け、協調する形での教育方針やカリキュ

ラムの設定が求められていることが想定される。こうし

た仮説に対し、 考察をおこなってゆく。

図1 旅遊学院（！FT)のキャンパス

調査方法は、福島による現地での参与観察、関係者へ

のインタビュー、 そして第2～4著者である文化遺産管

理専攻 3年生 （20072008年度時点）による情報収集で

ある。
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2. マカオの概況と産業

埋め立てを繰り返しながら増え続けるマカオの総面積

は2008年現在29.2 kn1。香港の約 38分の lである。 2008

年 7月時点での総人口は約 55万人、香港の約 13分の l

であるl。実質 450年近いポルトガル植民地時代を経て

1999年に中国に「返還」されたマカオ特別行政区は、カ

ジノ産業に支えられた空前の経済繁栄を謡歌してきた。

マカオは香港と同様に中国の特別行政区であり、かつ

ての欧州の国の植民地という表面的には似たような背景

を持つが、それぞれが辿った歴史的な経過は実は大きく

異なる。現在のそれぞれの社会的性質や産業構造も全く

違うものになっている。

マカオと香港の最大の社会的な差異は、香港の主要産

業が株や不動産取引であることに対し、マカオは、カジ

ノと観光業がほとんど唯一の主要産業、ということであ

る。マカオのサービス業全体は2006年GDPの96%を占

め、カジノと観光業が GDPの50%以上を占める20 

2002年、マカオ政府は、それまで長らく地元系の一社

に独占させていたカジノ経営の参入権を開放、その結果、

地元資本、アメリカ資本、香港資本などの計 6社がこれ

までに新規参入、カジノ産業の競争と更なる拡大をもた

らした＼同年 2002年に中国政府が本土居住者のマカオ

渡航規制を緩和したことにより、本土からの旅行者が激

増した。結果、2006年にマカオのカジノの売り上げ額は、

ラスベガスを抜いて世界ーになった4。マカオ政府の歳入

の実に 75%がカジノ関連税からのものである5。カジノ産

業の拡大に刺激され、新たなホテルやショッピングモー

ルの建設、リゾート開発も急増した。香港同様、マカオ

においても不動産が投機対象となり、 2007年の平均不動

産価格は前年比 30%上昇、物件取引数は約 62%増となっ

た。こうした不動産のほとんど全てが投機であり、転売

による利益を狙うものである6。異常なまでの経済成長は、

カジノ・観光産業の人手不足、人件費高騰をもたらした。

マカオ市民、とりわけ若者の多くはカジノ産業へ仕事を

求めるようになった。高い学歴が要求されず、高収入が

期待できるカジノ産業は、若者にとって大きな魅力だと

いう。急激なカジノ産業の成長の影響を受け、製造業や

伝統的な形態の小規模ビジネスは相次ぎ閉鎖、マカオの

伝統文化の衰退・消滅へとつながっている。

カジノ経営権を保有する企業は毎年、法律に基づき、

カジノ収入の 1.6怖の額を政府系の財団である襖門基金会

(Macao Foundation）に寄付することが規定されている＼
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カジノ産業の成長を受け、この寄付金は増加を続け、2006

年度は合計 110億日本円強にものぼった（1パタカ＝約

12日本円）。

マカオの文化財行政・文化財教育は、他の政策・事業

同様、財源のほとんどをカジノ・観光産業に依存してい

る8。そのため、文化財行政・教育そのものが、これら産

業なくしては成り立たないと考えられる。

3. IFTの概要

IFTはマカオ政府が 1995年に創設した観光ビジネス教

育を核とする公立大学である。創設時の専攻は「ツーリ

ズム・ビジネス・マネジメント」と「ホテル・マネジメ

ント」で、あった。 2005年には「文化遺産管理」専攻と「ツ

ーリズム・イベント・マネジメント」専攻が新設された。

それぞれの専攻で、4年制の学士号（学士学位， Bachelorof 

Science）と 3年制の高等ディプロマ（高等専科学位，

Higher Diploma）が提供されている（図 2参照）。

Yearl Common Year 

Internship + Semester2 孟邑A j Semester l÷Internship 

図2 !FTの教育システム

入学時に既に各学生の専攻は決定しているが、 l年次

は教養課程に相当し、専攻ごとの専門教育が開始するの

は2年次からである。教育言語は英語である。 2006-2007

年度の在籍学生数は 840名であった。カジノを含む観光



産業の成長を受け、 IFTの学生数は毎年増加を続けてお

り、 2006-2007年度の入試倍率は約 2.8倍で、あった。在

籍する学生のほとんどはマカオ居住者であるが、マカオ

の高校生の間では人気の高い大学である。マカオで働く

社会人によれば、学生の質の社会的な評価も高いという。

4. IFTにおける文化遺産管理教育

4. 1文化遺産管理専攻設置の背景

4. 1. 1 力ジノ産業の拡大

文化財に関する新専攻設置の議論が始まったのは、

2002年である。

ツーリズム・ビジネス・マネジメント専攻の教員であ

るディオコ（DonDIOKO）によると、 2002年のカジノ経営

権の開放を受けて、 IFTはカリキュラム見直しに乗り出

した9。カジノ産業の拡大によって、マカオ社会そのもの

の大きな変化・発展が予想され、新たな人材の需要も予

測されたためである。 2002年当時マカオ政府が打ち出し

た 3つの優先発展分野が、イベント、スポーツなどのゲ

ーム、そして文化財であった。カジノの発展に伴う観光

産業の増大は、文化財保存管理分野のビジネス、新産業

としての需要をもたらすと IFTは予測した。こうした社

会の変化と政府政策の方向性を見据えた上で、新たに設

置する専攻は、「イベント」と「文化遺産」に決定された

のである。

4. 1.2 国際組織との連携

IFTは 2003年以来、アジア・アカデミー（Asian

Academy）に組織メンバーとして加盟している。アジア・

アカデミーとは、ユネスコとイクロム（ICCROM）のイ

ニシアティブによって 2001年に構築された、アジア太平

洋地域にある文化財関連の教育機関のネットワークであ

る。ネットワークの目的は、文化財保存管理分野におけ

る人材育成強化のための相互交流・協力である。 IFTは

2003年の加盟以来、アジア・アカデミー活動へ積極的に

参加しており、 IFTの文化財保存教育に対する高い関心

が窺える。

アジア・アカデミーへの参加準備開始と同時に、 IFT

は文化遺産管理専攻設置の準備を開始した。2003年には、

IFTはアジア・アカデミーの第 l回フィールド・スクー

ルをマカオにて共催し、事務サポートを提供している。

更に 2004年にはアカデミーの StrategyMeeting、そしてフ

ィールド・スクールCurriculumDevelopment Workshopを

IFTにて開催している。 IFTの文化遺産管理専攻が開講し

た 2005年には、アジア・アカデミーの新規プログラム

“Cultural Heritage Specialist Guide Programme”が女台まり、

IFT はその拠点となり、社会人や一般人対象の継続教育

として文化遺産ガイド養成プログラム“CulturalHeritage 

Specialist Guide Training and Certification Programme for 

UNESCO World Heritage Sites，，を開講した10。IFTはまたユ

ネスコ・パンコック事務所内に設置されているアジア・

アカデミ一事務局に積極的に IFTの学生をインターンと

して派遣している。 2005年には2名派遣の実績がある。

IFTでの新専攻設置準備は、 IFTのアジア・アカデミー

活動と時期を同じくしており、アカデミーで得られる

様々な知見を活用する形で進められた。 2004年には、ア

カデミーの中核組織でもあるイクロムのハーブ・ストー

ベル（HerbSTOVEL)に、 IFTの文化遺産管理専攻のカリ

キュラムの原案作成を IFTは依頼した。更に、香港大皐

建築学院建築文物保護課程（ArchitecturalConservation 

Program，以下ACP）の教員、ユネスコ・バンコック事務

所の文化遺産専門スタップにも、カリキュラム原案の有

償のコンサルティングを依頼した11。コンサルティングか

ら得た意見に基づき、 IFTのツーリズム系教員が中心と

なり、他の教育機関の文化財保存教育カリキュラムを参

照しつつ、 2004年、最終的に新専攻のカリキュラムを完

成させた120 

4. 1. 3 世界遺産登録

文化遺産管理専攻設置準備は、マカオの中心地区のユ

ネスコ世界文化遺産登録推薦準備とも時期的に平行して

いた。「マカオ歴史地区」が世界遺産リストに正式登録さ

れたのは2005年、まさに文化遺産管理専攻開設と同じ年

である。ディオコは、マカオ政府による世界遺産推薦・

登録の動きは、 IFTでの新専攻設置のモチベーションを

高めた、と述べている1¥

そもそもマカオの世界遺産登録準備は1980年代から

始まっていた。しかしながら、マカオの特殊な政治的理

由上、すなわち、香港とは違ってマカオの領土は正式に

ポルトガノレに「割譲」されたことはなく、マカオの主権

は一貫して中国にあり、ポルトガル植民政府はマカオの

「統治権Jだけを有している、という事情のため、マカ

オはユネスコの正規加盟国である中固とポルトガノレのい

ずれからも世界遺産の推薦をすることが、制度的、法的、

政治的に不可能で、あった14。そのためマカオ中心地区の世

界遺産推薦は、中国への返還後、領土・主権問題が整理

されるのを待つしかなかった。 1999年の返還後、 2000年
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にはマカオ政府文化局の文化財産庁において世界遺産の

推薦準備が再開された。2001年には推薦書草案がユネス

コに提出され、 2002年には本申請、その後順調な評価の

段階を踏み、 2005年の世界遺産委員会で登録が決定し

た。

文化遺産管理専攻設置は、一貫して IFT自身のイニシ

アティブによって進められたが、世界遺産登録に伴って

加速する文化遺産観光、そしてカジノ産業の発展に伴う

文化遺産産業の需要拡大を見据えつつ、海外の専門機関、

マカオ政府機関と巧みに連携を図りながらの戦略的な新

専攻設置で、あったことが理解できる。

4. 2教員

文化遺産管理専攻のコア教員は、シャリフ・シャムズ・

イモン（SharifShams IMON）、ヒラリー・デュ・クロス

(Hilary DU CROS）、オン・チンイー（ONGChin Ee）の 3

名である。専攻の中核としての役割を果たしているのは

イモンである。イモンは、都市計画・都市保全の専門家

であり、 2002年当時は香港大撃に在籍していた。2002年

から IFTにて新専攻準備がなされている時期に、イモン

はアジア・アカデミーの香港大皐メンバーとしてアカデ

ミーの諸活動に深く関与しており、 IFTとの協働機会も

多かった。ツーリズムの大学である IFTは文化財保存を

専門とする教員を擁していなかったため、新専攻をコー

ディネートし、中心的な教員となる人物として、イモン

に対し教員としての新専攻への参加を要請した。2005年

に文化遺産管理専攻が開講、 l期生が専門課程に入る

2006年9月に、イモンは正式に IFT文化遺産管理専攻の

教員として着任した150 建築、都市計画が専門の常勤教員

は IFT全体でイモンのみであり、他の教員はツーリズム

に軸足を置いた社会科学系の専門家である。このことは、

IFTの教育特性を表している。

文化遺産管理専攻では、複数の非常勤講師を招いてい

る。主な非常勤講師の所属は、マカオ政府文化局、香港

大皐ACP、ユネスコ・バンコック事務所などである。

4. 3学生

2008-2009年度に、文化遺産管理専攻は第 4期生を迎

えた。専攻は一学年平均40名、各年度の学生数と男女比

は図 3の通りである。学生の 99%がマカオ居住者であり、

また日本の中学と高校に相当する「中学（Secondary

School）」を卒業直後、 17～20歳で入学してくる学生が 9

割以上である 160 

学生達が文化遺産管理専攻を選んだ動機としては、

2005年のマカオ歴史地区の世界遺産登録が大きいとし＼う。
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世界遺産や文化遺産としづ領域に魅かれ、興味を持ち専

攻した学生もいれば、マカオでは文化財はまだ未発展な

領域であるが故に、世界遺産登録後は、産業として文化

財は高いポテンシャルがあるのでは、と考えて専攻した

学生もいる。また学生達は、自分達の故郷であるマカオ

の歴史や文化財を保存していくことに対する使命感、責

任感を持って文化遺産管理を専攻しているのだという1¥

Number of 

stud四 ts

45 

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

a"vlale 

W ermle 

圃Totii

図3文化財マネジメント専攻 学生数と男女比率

文化遺産管理専攻生のうち、入学時には文化遺産管理

専攻は第 2希望であった学生が少なくない。就職への道

筋が不透明な文化遺産管理より、よりビジネスに直結し

たツーリズム・ビジネスやイベント・マネジメント専攻

の方が学生の間での人気が高く、志願倍率も高い。しか

しながら、専門教育が始まってから、授業を通して文化

遺産管理への興味、モチベーションを高めていった学生

が少なくなし＼180 

4. 4カリキュラム

l年次の教養課程では、第二外国語、英語、会計、ツ

ーリズムなどを履修する。2年次から文化財保存・管理

などの専門教育が始まる（表 l参照）。

カリキュラムの最も大きな特徴は、他大学の文化財プ

ログラムには通常開設されている、建築史などの建築系

講義や実測・製図・ドキュメンテーションなどの実技演

習が 4年間を通して全くないこと、そして専攻科目・共

通科目のいずれもツーリズムを中軸としたテーマ設定に

なっていること、ビジネス・マネジメントの要素が色濃

いこと、である。従来型の 「文化財学」では学ぶことの

ないこうした実務志向の科目履修については、学生達は

それなりの難しさを感じながらも、自分達の知識・能力

の幅を広げることができ、 IFTならではの 「多様性」だ

と評価している1¥



授業の多くはプロジェクト形式になっている。学生が

個別、或いはグループ。単位で、出されたプロジェクト課

題に取り組む。例えば、 2年次に必修の「保存の原則

(Principles of Conservation）」とし＼う授業では、プロジェク

ト課題のひとつとして、 6名程度からなるグループρそれ

ぞれが有形 ・無形各 5つの文化財を南中園地域から抽

出・分類し、レポートにまとめる という作業が課される。

他の授業においても、ほぼ毎週小規模なプレゼンテーシ

ョンが課され、また学期末には極めてフォーマルな、学

外にも公開した形でのプレゼンテーションが開催される。

表 1 文化遺産管理専攻カリキュラム

1st. Year Common Year 

Se円，ester1 Semester 2 

English - Computer English - Computer 

Intermediate I Applications I Intermediate Il Applications Il 

Mandarin I/ Introduction to Mandarin Il/ Organizational 

Japanese I/ Tourism and Japanese Il/ Behaviour 

Portuguese I Hospitality Portuguese II 

Accounting I Principle of Accounting II Tourism 

Management Destinations 

Business Practicum Economics Practicum II 

Mathematics 

2nd. Year Heritaqe Manaqement 

Semester 1 Semester 2 

English - Recreation and English - Statistics 

Communications Leisure Intermediate N 

Management 

Mandarin ill/ Financial Mandarin NI Socio-cultural 

Japanese ill/ Management Japanese NI Issues in 

Po同uguesem Po同ugueseN Tourism 

Introduction to Marketing for Heritage Management 

Heritage Cultural Arts and Interpretation Information 

Management Heritage System for 

Principles of Resources Visitor Tourism and 

Conservation Management Hospitality 

3rd. Year Heritaqe Manaqement 

Semester 1 Semester 2 

Mandarin V / Special Interest 

Japanese V / Tourism 

Portuguese V 

Cultural Tourism Tourism Planning 

and Development 

Best Practic巴Sin Human Internship 
Heritage Resources 

Management Management for 

Tourism and Cultural Heritage 

Hospitality Organizations 

Legislation 

4th. Suoolementarv Year of Heritaqe Manaqement 

Semester 1 Semester 2 

Museum Service Quality Economics of Tourism 

Management Management H巴「itag巴 Product 

Conservation Management 

Intangible Research Contemporary Strategic 

Heritage Methods Issues in Management 

Heritage Studies 

Quantitative Methods for the Service Seminar on Heritage Management 

Sector 

プレゼンテーショ ンの実践機会の多さを、 学生達はスキ

ル向上のとても良い訓練と受け止めており、また多くの

グループ ・プロジェクトを求められることについても、

仲間や同僚といかに協調しながら協働するか、その中で

いかに自分の意見を表明しながら質の高い成果をっくり

上げていくか、といったことを訓練する良い機会と感じ

ている200 

文化遺産管理専攻は、アジア ・アカデミーなどを通し

て、香港にて同じく文化財保存教育を提供している大学

院プログラムである香港大皐ACP との密接な協働・協力

関係を構築している。文化遺産管理専攻の主任教員であ

るイモンが香港大皐建築学院修了生であり、また ACPで

非常勤の教鞭を執っていたこと もあり、双方のフ。ログラ

ムの教員が毎年、非常勤講師として互いのプログラムに

て講義をおこなっている。ACPの設立は IFTよりも早い

2000年であり 、既にアジア太平洋地域でも最も先進的な

文化財保存教育機関のひとつとしての地位を確立してい

る21。ACP とIFT文化遺産管理専攻の密接な交流の中で

は、授業方法に関する経験、問題点の共有などもおこな

われ、互いの長所を取り入れながら、双方のプログラム

が成長を続けていることが観察された。

............. 
”岡田’－.－－－－

図4 文化遺産管理専攻専門科目授業における中開発表の様子

4. 5インターンシップ

文化遺産管理専攻 3年次後期には、合計 6ヶ月のイン

ターンシップが必修となっている。学内には、教職員か

ら成る「インターンシップ委員会（InternshipCommittee）」

が設置されており、派遣先探し、履歴書や照会状の書き

方指導、派遣先との事務的やり取り、その他様々なアド

バイス提供など、学生へきめ細かい対応を提供している。

学生は 1ヶ所或いは 2ヶ所の専攻内容に関係するイン
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ターン先を見つけなければならない。領土そのものが極

めて小さいマカオでは、文化財に関係するインターン先

は極めて限られている。そのため、第 l期生達の少なか

らずがマカオ外、或いは海外でのインターンシップを実

施した。インターン先の正式決定には、インターンシッ

プ委員会の承認が必要となっている。 20072008年度の

インターン先具体例は下記である：英国ナショナノレ・ト

ラスト（4名）、ユネスコ・パンコック事務所（2名）、香

港大皐ACP(1名）、西安博物館（2名）、マカオ歴史アー

カイブ（4名）、マカオ政府観光局（4名）、マカオ政府文

化局文化財産庁、など220 

本稿第一著者である福島は、第2-4著者である IFT文

化遺産管理専攻 3年生 3名李主額，黄玉釜，黄翠霞をイ

ンターンとして2008年6～9月の3ヶ月間、受け入れた。

3名は九州大学芸術工学部をインターンシップ拠点とし

て、福島の研究・教育活動に 3ヶ月間参加した。学生達

は、 l年次から実務研修を積み、職場での適切な振る舞

いなどに関する教育を受け続けている為、 3名のインタ

ーン活動は極めて質の高いもので、あった。本稿の内容は、

3名がインターン中に福島と共にまとめた、自身が受け

ている IFT文化遺産管理教育に関する整理・分析レポー

トが基になっている。

学生達はインターンシップ派遣に際し、委員会から「ロ

グ・ブックj を支給される。ログ・ブックは学生による

週報・月報、そしてインターン先の監督者による月ごと

の評価（コメント）、そして総合評価（コメント及び5段

階評価）からなる。インターン終了後、学生が持ち帰っ

たログ・ブックはインターンシップ委員会に提出される。

監督者が記したコメントと評価を委員会がレビューし、

学生達の成績評価をおこなう仕組みとなっている。

長期のインターンシップを通し、学生達は、それまで

漠然とした理解で、あった文化遺産管理と社会の実際の関

わり、理論の実践への応用を学ぶと共に、自分自身と自

分の将来への内省も深める経験をしているのが、福島の

経験から観察できた。

4. 6文化遺産管理専攻の課題と今後

2008年時点で開設4年目の文化遺産管理専攻は、 2009

年 5月に第 l期生が卒業を迎える。教育フ。ログラムとし

ては今も実験途上、発展途上にある。

第 1期専攻生から聞かれる専攻に対する批評は、文化

遺産管理の専門授業が極めて少ない（文化遺産管理に直

接関連しない必修科目は約4割）、文化財を対象としてい
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るのに、建築に関する授業がないので、製図や図面を読

む技能、建築史や様式に関する知識を得られない、とい

うのが主なものである。これらの点については、専攻の

教員も問題点を認識しており、対策が採られ始めたとこ

ろである。 2008-2009年度冒頭の 9月には、正規のカリ

キュラム外としてオプショナル授業“BasicArchitectural 

Drawing for Heritage S加dents”をIFTで唯一の建築学位を

持つ教員であるイモンが開講した230 授業内容は、建築図

面の読み方、製図の基礎であり、 3日関連続の短期集中

形式でおこなわれた。追加の授業料はなしで、 20名程度

の定員に限定しておこなわれた。単位の出ないオプシヨ

ナル授業で、あるが、実際には専攻生ほぼ全員が履修申し

込みをしたため、募集枠はすぐに埋まり、履修できなか

った学生も多く出た。また、 1年次に必修科目としてい

た実務研修（Practicum）を、 2008-09年度からは文化遺産

管理専攻生については改編し、建築図面の読み方、建築

様式・歴史に関する授業に変更する予定である2¥

学生達は、卒業後の就職の不安も口にする。間もなく

卒業を迎える第 1期生は就職活動、或いは進学準備を開

始する時期にある。第 l期生にとっては先輩の就職実績

がないということに加え、あまりにも小さな都市である

マカオ内部で文化財関係の専門職に就くことは限りなく

難しいことを認識している。学生達の不安は、先述した

ように建築などの技術訓練を大学で得られていないこと

も、大きな要因となっている。従って学生達は、文化財

保存の実務へ携わるためにも、卒業後、他の大学院か専

門機関での更なる教育・トレーニングを受ける必要性を

強く感じている。 IFTでは現在のところ大学院教育はな

いため、必然的にマカオの領土外で、ある香港や中国本土、

更には海外への進学を考えなければならなし、2＼そして進

学後のキャリアの可能性も、彼らにはまだ見通しがつか

ない。

イモンは学生の卒業後についてこのように語っているお：

IFTの文化遺産管理専攻は、保存専門家（specialists）の教

育ではなく、一般教養（generaleducation）である。文化

遺産管理専攻の学生も、卒業後は観光・カジノ産業を含

むサービス産業に多くが就職することになるだろう。マ

カオにおいては、観光産業に携わる限り、必ず文化財に

関与することになる。したがって、観光産業で働く場合

も、文化遺産管理専攻で得られる知識は役立つ。

一方、 IFTは文化遺産管理を含めた修士課程設置準備

を進めている27。ディオコによれば、修士課程は学部教育



とは逆に、 「ジェネラリスト」ではなく「スペシャリスト」

の養成を目的としてカリキュラムを組む予定である28。一

方イモンは、マカオにおいて大学院レベルの文化財保存

専門家を養成する教育機関が必要かどうかについて、こ

う応えた：学際領域でもある文化財保存の実務は、複数

分野の専門家が必要なものであり、必ずしも一人の 「保

存専門家」が存在しなければ成り立たないというわけで

はない。

4. 7 !FTの継続教育 文化遺産ガイド

IFTは学部教育の他に、社会人向けの継続教育

(Professional and Continuing Education Programmes）にも力

を入れており、様々なプログラムを提供している。文化

財関係では、アジア・アカデミーの取り組みのひとつと

してユネスコと IFTが共同で IFTに設置したプログラム

「世界文化遺産専業導賞員培司｜｜及認証計画（Cul印ral

Heritage Specialist Guide Training and Certification 

Programme for UNESCO World Heritage Sites，ユネスコ世

界遺産専門ガイド研修と修了証書フ。ログラム，以下文化

遺産ガイド）」がある。カリキュラムは図 5のようになっ

ている。

Specialist Guide for World Heritage Sites (Macau) 
世界文化遺産専業導賞員

’ ｜示包2科目の期末試験で70%以上の得点があることi

’ Cultural Heritage Interpretation for World Heritage Sites (24 hours) 
世界文化遺産導貧

＋ 

Macao Heritage Tour Guide Course (36 hours) 
漠門文化導遊

’ Tour Guide Course (180 hours) 
導遊課程

図5 文化遺産ガイドのプログラム

Study Path(http ://www. i ft. edu.mo/En/Programmes/paces U 

NESCO.aspx) 

マカオにおいてツアーガイド、はマカオ政府が認定する

公式資格であり（TourGuide License）、有資格ツアーガイ

ドになるためには、 IFTの提供する、文化遺産ガイドで

も必修となっている TourGuide Courseを修了する必要が

ある。文化遺産ガイドは、有資格ツアーガイドに更に付

加価値のついた資格である。履修条件は、高卒以上で、

かっ入学試験に合格しなければならない。

実務資格が学位（certificate）という形で大学において提

供されるのは、政府と大学が強力に連携した形で 「観光」

という主要産業を支えている実状を表している。

またこの文化遺産ガ〉イドのフ。ログラム開発には、香港大皐

ACPの教員も協力している。学士課程の文化遺産管理専攻

で、も見られる地域的な広がりを持つ協働体制が、継続教育に

おいても実践されている。

5 結語

2004年のマカオ政府行政長官による施政報告（Policy

Address）では、 「文化遺産の持続的な開発（development) 

のための人材育成を目的とする大学教育における文化・

芸術分野の強イ七」、マカオ社会における 「学術的な基盤の

強化」が植われている2＼ 世界遺産登録がなされた 2005

年の施政報告では、「政府とビジネス界は継続して、中華

と西洋の文化遺産の融合がテーマで、ある文化観光の促進

を協力・連携して行う」と述べられると同時に、 「教育改

革（educationalreform）」を 2006年から本格始動させると

述べている。改革は小学校から大学にまで及び、大学に

関しては「質の向上」、そして前年度の施政報告にも見ら

れたように、 「人文・社会科学系分野の強化」が再度ここ

でも明言されている。また質の向上の確保には、大学は

「非政府系学術機関との連携に投資することが必要」で

あるとしている30。これら一連の政策は、本稿で見てきた

ように、政府と IFTが実践してきたことである。マカオ

政府は観光促進のため、都市マカオの歴史と文化財に

関する学術研究を精力的にサポートしたことを自負する3¥

2007年、マカオ政府は政府職員対象に 「世界遺産講座」

を開催すると共に、週末などの休日に現地見学会を開催

した32。文化財とは直接関係のない公務員にも意識を高め

てもらうことが目的だという。

2008年のアジア・アカデミー第 3回 StrategyMeeting 

において、IFTはアカデミーのKnowledgeManagement hub 

となることを提案、決定した。20082009年度には、 IFT

にHeritageStudy Centerが設置された。学外の実務プロジ

ェクトを受託・実施する組織であり、文化遺産管理専攻

教員のイモンがセンター長に就任している。こうした努

力の背景には、大学に対する評価の向上という PR目的も

あろうが、 IFTの絶え間ない教育内容更新・強化に傾注

される努力は並々ならぬものがある。

2002年の時点で、ラマルカ（Lamarca）はマカオ政府の

政策を分析し、マカオの文化財の将来を展望している

マカオ政府の政策によると、文化財は、観光産業分野に

｜ 芸術工学研究 （山2009 I 93 



おいても最重要課題になることはあり得ない。文化が唯

一獲得しうる立場があるとすればそれは、観光を促進す

るための娯楽産業と同等或いはそのパートナーとしての

ものである。最悪の場合、文化は、カジノ産業を主とす

る経済発展政策のバックステージに追いやられる可能性

がある330 

2008年現在、マカオ社会におけるカジノ産業の圧倒性

から見れば、ラマルカの展望は外れてはいない。マカオ

における文化財政策は、観光産業、カジノ産業と不可分

には存在しえないものであり、それら産業と協調・協働、

或いはラマルカの言うように、カジノ産業の規模の大き

さに圧倒されないよう、常にそのプレゼンスや意義を強

調することが不可避かっ最重要課題として文化財には命

運付けられている。文化財がカジノ産業に駆逐されてし

まわないよう、マカオ政府は上述したような広報活動や、

カジノ産業から文化政策への資金徴収などの取り組みを

続けている。

文化財保存管理専門家育成において、香港や他地域と

マカオとの差異は顕著である。香港の文化財保存教育は

コミュニティの環境保全・都市保全がベースとなってお

り、また日本の文化財保存は物質的保存に重心を置く傾

向にある。 IFTは、従来型の文化財保存では常に敵対視

される観光・カジノといったサービス産業と一体化した

形での専門家あるいはジェネラリストの育成フ。ログラム

を、その特異な社会的背景の中で試行錯誤し続けている

ことが本考察で明らかになった。そしてその背後には、

サービス産業を支え、同時に教育改革にもテコ入れをす

るマカオ政府の存在がある。マカオにおいて見られる、

政府、ビジネス界、アカデミアが同調する趨勢は、全て

カジノ産業の好調に依るものだと言ってよい。豊富な収

入或いは税収に支えられているからこそ、それぞれが文

化財への資金を投入することが可能になっている。こう

した手厚い文化財政策の持続性は、ひとえにカジノ産業

がいつまで好調を続けるかにかかっている。

2008年のアメリカを震源地とする世界的な金融危機は、

マカオにも重大な影響をもたらした。 2008年 9月のカジ

ノの総売り上げは減少に転じ、それを受けた 10月の政府

税収は 2008年で最低を記録した34。カジノ大手によるホ

テル開発は工事半ばで、ストップし、多数の建設作業員、

そしてカジノ従業員がレイオフされた。また 2008年 5～

10月にかけて中国政府が採った一連の本土旅行者のマカ

オへの渡航規制が、カジノ産業へ二重の打撃を与えるこ
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ととなった3＼加熱していた不動産投機も、不動産価格の

大幅な下落と共に減速が予想、されている360

IFT文化遺産管理専攻は、マカオ社会の利益に沿った

形での文化財保存分野の人材育成において発展すべく努

力を続けてきている。しかしながら、マカオ社会と政府

の特殊な性質上、経済の縮小によって、文化財政策、文

化財保存教育が影響を受ける可能性は否定できない。カ

ジノ・観光産業の成長が止まり、衰退へと向かう事態に

なった時、マカオ社会における文化財教育・行政のあり

方、すなわち、一般教養としての文化財保存教育を継続

すべきか、少数精鋭の文化財保存専門家養成へ切り替え

るのか、或いはそのいずれの教育もおこなわなくなるの

か、といったことを IFTとマカオ政府は再検証すること

になるだろう。更に、中国への返還前後にマカオ社会が

自問した聞い、すなわち、マカオの文化・文化財とは本

質的に何なのか、といった問いが再び、マカオ市民全体

に投げかけられることになる。
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